
「個を磨き，他と協働して高めあう子どもの育成」 

～地域と関わり合いながら，自己解決能力を育てる太田の教育～ 
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１ 趣旨・本校の ESD の特徴 

  本校は，「個を磨き，他と協働して高めあう子ども育成」を学校理念として，ESD を課

題解決の活動と捉え，SDGs の理念も視野に入れながら，ESD に関する実践を通して主体

的に社会に参画し，協働して課題解決に取り組むことを目標としている。 

  具体的には，生活科や総合的な学習の時間をはじめ各教科，領域等の授業のみならず全

ての教育活動を通して，環境や国際理解，持続可能な生産と消費，減災と防災などを通し

ながら，①地域に関わる活動 ②異文化理解に関わる活動 ③環境に関わる活動等を行っ

ている。 

 

２ 活動・全体計画 

  生活科・総合的な学習の時間の全体計画の見直し・改善を行い，児童の発達の段階に応

じた活動を行う。 

  また，小中 9 年間を見通した活動となるよう，校区の中学校と連携して今年度作成した

生活科・総合的な学習の時間を核とした「小中 9 年間の学びの地図」に基づく教育活動の

充実を図るとともに，地域の保育所とのスタートカリキュラム等での連携も深めていく。 

  さらに，地域とともにある学校づくりを目指したコミュニティ・スクールの活動の充実

を通して，地域の学習素材や人材の整理を行うとともに，行政機関等外部関係機関との積

極的な連携・活用を促進する。 

 

３ 活動事例 

 ① 地域に関わる活動 

  ・生活科「牛となかよし大作戦！」（次頁以降に実践紹介） 

  ・総合的な学習の時間「私たちの太田～屯田兵・開拓について～」 等 

 ② 異文化理解に関わる活動 

  ・JICA（国際協力機構）研修員の来校，交流活動…令和２・3 年度は中止 

 ③ 環境に関わる活動 

  ・児童会主体の「厚岸町 EMS（環境マネジメントシステム）」の取組 

  ・学校林を活用した「森林教室」…令和 3 年度はアカエゾマツ苗木保全活動 

 

４ 成果と課題 

  「【実践紹介】６ 活動の成果」で述べたとおりであるが，令和 3 年度の取組を通じて一

番の成果として挙げられるのは，保護者や地域から「何か一緒にできないか」と学校に相

談に来ていただける関係が構築され，生活科に限らず様々な教育活動への関心や協力が今

まで以上に厚くなったことがあげられる。この良好な関係性を存分に活用した実践を全校

体制で重ね，広く発信することで太田地域の発展と安定に寄与していきたい。 

s-oota@town.akkeshi.hokkaido.jp 



【実践紹介】   生活科 「牛となかよし大作戦！」 

～｢地域で育む｣生活科の実践～地域一体で子どもの成長を支える授業の創造～ 

 

１ 解決すべき課題  

本学級の児童は１年生６名，２年生２名，計８名である。そのうち７名の家庭が酪農を生業

としているが，７名とも牛舎での手伝いなど動物との触れ合いや飼育の経験が無く，仕事につ

いての認識も薄い。また，児童数名が見つけたバッタを教室で飼育したことがあったが長続き

しなかったという実態もある。このことから，生き物との触れ合いを通して，命の尊さや飼育

の工夫の大切さに気付くことが課題として考えられる。 

２ 本単元の目標 

○仔牛の成長の様子に関心をもち，飼育する活動を通して， 

様々な世話の仕方があることや生命をもっていること・ 

成長していることに気付き，仔牛や酪農への親しみをもち 

生き物を大切にすることができるようにする。 

○活動を通して自分自身の成長を実感し表現することができる。 

３ 授業展開の重点 

①思いや願いの実現に向け，仔牛と繰り返し関わる学習活動を 

構成する 

②学習内容と他教科・日常生活との関連を図る 

③地域が一体となって子どもたちの成長を考え，支える体制を 

整える 

④子どもの成長の見通しを可視化した「想定表」を作成，活用する 

身に付けさせたい資質・能力を児童一人一人が確実に身に付けることができるよう，①～③

を関連付けながら指導・評価する。また，日々更新される子どもたちの願いや思いに柔軟に寄

り添うことができるよう，教員をはじめ協力していただく多くの地域の方々との打ち合わせの

際には，子どもたちの現在の気付きの状況や今後の成長過程の見通しについて「④想定表」を

活用しながら説明し，地域と学校が一体となって学習活動を創造できるようにする。 

４ 活動内容 

保護者が経営する石澤牧場への探検の際に，「この仔 

牛たちをみんなで育ててみませんか？」という提案を 

受けたことから学習活動が始まった。子供たちは仔牛専 

用の牛舎一棟を借り，７月～９月の期間，週１回の頻度 

で仔牛のお世話に取り組んだ。世話の仕方や安全対策に 

ついては，本実践に協力してくださった石澤牧場をはじ 

め，釧路太田農業協同組合（以下「農協」）のサポートを 

得ることができた。また，夏休み期間は家庭学習の１つ 

として自分の家の牛舎に行き，両親や祖父母からお世話 

のコツを教えてもらい，お世話の 

技術向上はもちろん，酪農業や仔 

牛のお世話に対する関心を高めて 

いくことができた。 

子どもたちは，「体験（お世 

話）」→「表現・交流（絵日記）」 

の繰り返しの中で，「こんなことを自分たちでできるようになりたい」「きっと仔牛は驚いてい 

④想定表 

お手伝い場面 牛のお世話日記 



るから，そっと待っていよう」「自分も，石澤さんみたいに 

寝わらをたくさん運びたい」といった思いや願いを抱き，友 

達や地域の大人と協働的に学習活動を進める過程で，仔牛の 

お世話に関わる知識や技能はもちろん，自分と仔牛，お世話 

にお関する気付きの質的な向上も見られた。 

単元の最後は，食育の一環として地域住民が講師となり，地域のブランド牛乳「極みるく 

６５」を使った手作りバターや生乳でチーズを作る体験が実現し，地域の基幹産業である酪農 

への関心を高める上で，一層充実した学習活動となった。 

５ 取組の過程 

夏休み明けの最初のお世話に行った時，子供たちはこれまで 

お世話をしてきた仔牛のお尻の毛が抜け落ちてしまっているこ 

とに気付いた。いつもお世話を手伝ってくれている農協職員か 

ら事前に「将来おいしい牛乳を出すか出さないかを決めるのは， 

哺育期間のお世話が大切」ということを学んでいた子どもたち 

は，この仔牛について瞬時に「なんとかしたい」という思いを 

抱いたのだが，どうすればよいかわからず困惑していた。する 

とある子が「うちの牛舎に，獣医さんが来て病気の牛を治して

くれたことがある！」とみんなに話した。そこから学校と農協，

獣医師で子どもたちの思い・願いの実現に向けた連携を図り，

獣医師が子どもたちと一緒にお世話することが実現した。子ど

もたちは「きっと注射や薬で治るはず」と予想していたが，獣

医師は「規則正しい生活をすれば治る」と教えてくれた。子ど

もたちは拍子抜けした様子だったが「牛も人間と同じ！」とい

うことに気付く。体調不良の仔牛が元気になると，子どもたちにも笑顔が戻った。その後，す

でに予定していたお世話の日程が終了したにも関わらず「最後に丁寧なお世話をしてあげてか

らお別れしたい」という願いを共有し，「丁寧なお世話」とは具体的にどのようなことか話し

合った。本気で考え話し合いが進んだために，意見がぶつかり泣き出してしまう子もいたが，

上級生の２年生を中心に合意が進み，一致団結することができた。その後も「丁寧なお世話」

が続いたが，最後は子どもたちから自発的に仔牛に近寄り「さようなら，ありがとう」と声を

かけながら別れを惜しむ姿が見られた。 

６ 活動の成果 

酪農業ではない家庭の子が，学習活動の半ばで「もっと上手にお世話できるようになりたい 

から，休みの日に行っても良いですか」と自ら石澤牧場にお願いする姿があった。教員の知ら

ない部分であり，後日驚かされた出来事だったが，牧場からは「いつでも来てね。一緒に頑張

ろう！」という対応をしていただいた。牧場は忙しい中ではあるが，子どもの思いや願いを受

け止めて行動してくださった。また，これまでお手伝いをしたことがなかった酪農業の家庭の

子が，この活動の終了後も家の牛舎でお手伝いをすることが習慣となった。今では，父親と同

じ仕事を当たり前のようにこなしており，母親は「もう小さな 

酪農家です。立派です。」と賞賛している。  

この学習活動については，資質・能力の着実な定着はもちろ 

んだが，学校と家庭，地域が一体となって子どもたちを支え， 

育てることの重要性について共有することができたことが何より 

の成果である。 

バター作り 

獣医師による説明 

お尻の毛が抜けおちた仔牛 

家の牛舎で父親とお世話をしている様子 


